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中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
確
実
に

そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
る
平
成
37
年

に
向
け
て
、
今
後
ま
す
ま
す
医
療

や
介
護
の
需
要
増
大
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
医
療
も
介
護
も
、
滞
在
型

も
通
い
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る

老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
に
対
す

る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
明
る
く
安

心
で
き
る
高
齢
社
会
実
現
に
向
け

て
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
端
を

発
し
た
医
師
の
地
域
間
、
診
療
科

間
偏
在
に
よ
る
医
師
不
足
、
入
院

基
本
料
７
対
１
看
護
配
置
に
よ
る

慢
性
的
な
看
護
師
不
足
、
消
費
税

増
税
、
病
医
院
の
診
療
縮
小
、
休

止
、
閉
院
が
続
出
し
た
地
域
医
療

崩
壊
等
々
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
で
、
役
職
員
一
体
と
な

り
、
上
都
賀
総
合
病
院
、
老
人
保

健
施
設
か
み
つ
が
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ば
り
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
、
鹿
沼

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

健
全
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
春
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

医師・看護師（保健師・助産師・准看護師）奨学生募集

　
　
　

上
都
賀
総
合
病
院

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

職
場
紹
介

　

平
成
25
年
の
新
春
を
迎
え
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
の

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
厚
生
連
の

医
療
・
保
健
・
福
祉
事
業
運
営
に

あ
た
り
ま
し
て
、
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
じ
の
と
お
り
、
上

都
賀
総
合
病
院
は
新
病
院
建
設
中

で
あ
り
ま
す
。
一
期
工
事
は
順
調

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
３
月
29
日

に
完
成
し
、
４
月
20
〜
22
日
に
引

越
し
を
実
施
し
ま
す
。
入
院
は
22

日
か
ら
、
外
来
は
23
日
か
ら
稼
働

予
定
で
す
。

　

二
期
工
事
は
、
平
成
26
年
10
月

に
開
院
予
定
で
す
。
古
い
病
棟
を

壊
し
て
、
駐
車
場
に
す
る
解
体
・

外
構
工
事
は
平
成
27
年
５
月
完
成

予
定
で
す
。
皆
様
に
は
、
何
か
と

ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し

て
の
機
能
向
上
の
た
め
、
放
射
線

治
療
装
置
（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）
を
３

億
１
４
０
０
万
円
か
け
て
昨
年
12

月
に
更
新
整
備
致
し
ま
し
た
。
県

西
医
療
圏
に
お
け
る
が
ん
診
療
の

新
年
の
ご
挨
拶

上
都
賀
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
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み
な
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
病
院
新
築
工

事
は
第
一
期
工
事
が
順
調
に
進
み
、
全

体
の
半
分
の
東
棟
が
完
成
し
、
い
よ
い

よ
平
成
25
年
４
月
23
日
よ
り
診
療
を
開

始
い
た
し
ま
す
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
外
来

と
病
棟
の
半
分
を
移
転
し
ま
す
。
ア
メ

ニ
テ
ィ
ー
の
改
善
と
と
も
に
よ
り
良
い

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
棟
で
は
電
子

化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
強
化
い
た
し

ま
す
。
ご
不
便
な
面
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
安
心
で
き
る
入
院
環
境
の
確

保
の
た
め
御
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
残
り
半
分
の
西
棟
は
平
成

26
年
の
夏
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
旧
病
棟
の
使
用
を
続
け
ま
す

の
で
、
一
部
の
利
用
者
の
方
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
容
赦
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

病
院
の
装
備
に
つ
い
て
は
、
放
射
線

治
療
装
置
を
更
新
し
ま
し
た
。
県
内
で

も
抜
き
ん
出
た
治
療
能
力
を
確
保
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、
C
T
、

M
R
I
、
R
I
、
血
管
撮
影
装
置
を
順

次
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
で
必

要
と
さ
れ
続
け
る
病
院
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
と
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
老
人
保
健
施
設
か
み
つ

が
お
よ
び
そ
の
関
連
事
業
所
に
沢
山

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で

多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
介
護
報
酬
が
３
年
ぶ
り
に

改
定
さ
れ
、
２
０
２
５
年
の
超
高
齢

社
会
を
見
据
え
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

の
考
え
方
が
全
面
的
に
押
し
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
疾
患
、

障
害
を
抱
え
て
も
在
宅
で
支
え
て
行

こ
う
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
在
宅

復
帰
を
目
指
す
流
れ
が
あ
り
、
職
員

も
そ
れ
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
在
宅
復
帰
の
望
め
な

い
利
用
者
も
大
勢
い
る
こ
と
も
事
実

で
、
如
何
に
身
体
機
能
を
維
持
し
つ

つ
施
設
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る

か
も
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

昨
年
か
ら
始
め
た
認
知
症
に
つ
い

て
の
地
域
へ
の
啓
蒙
活
動
を
は
じ

め
、
今
年
も
様
々
な
課
題
に
取
り
組

み
、
ケ
ア
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
年
も
引
き
続
き
ご
支
援
ご
指
導

下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
と
は
Ｘ
線
や
電
子

線
等
の
放
射
線
を
腫
瘍
に
照
射
し

が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
て
、
腫
瘍

を
縮
小
・
消
退
さ
せ
る
治
療
法
で

す
。
細
胞
分
裂
を
無
制
限
に
繰
り

返
す
が
ん
細
胞
が
正
常
組
織
の
細

胞
と
比
べ
放
射
線
に
対
す
る
感
受

性
が
高
い
性
質
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
放
射
線
治
療
は
体
外
か
ら
照

射
す
る
外
照
射
と
小
線
源
を
体
内

に
入
れ
て
照
射
す
る
内
照
射
に
大

別
さ
れ
、
外
照
射
が
最
も
多
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
何
れ
も
非
侵
襲

で
、
臓
器
の
形
態
と
機
能
を
温
存

す
る
こ
と
が
可
能
な
が
ん
治
療
法

で
す
。

　

ま
た
、
放
射
線
治
療
は
目
的
別

に
根
治
的
照
射
、
術
前
・
術
中
・

術
後
照
射
、
緩
和
的
照
射
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
根
治
的

照
射
は
根
治
を
目
的
と
し
た
治
療

法
で
、
主
に
遠
隔
転
移
の
無
い
が

ん
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
抗
癌
剤
と
併
用
し
た
根
治
的

照
射
が
増
え
て
い
ま
す
。
根
治
的

照
射
で
は
頭
頚
部
腫
瘍
や
前
立
腺

癌
、
子
宮
が
ん
、
リ
ン
パ
腫
な
ど

数
多
く
の
が
ん
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
術
前
照
射
は
術

前
に
腫
瘍
を
縮
小
し
て
手
術
を
容

易
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。
術
中
・
術
後
照
射
は
病
巣

部
周
囲
の
微
小
な
が
ん
細
胞
を
死

滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
再
発
を

防
止
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
緩
和
的
照
射
は
転
移
性
病

変
等
の
切
除
不
可
能
な
病
変
を
対

象
と
し
、
が
ん
に
よ
っ
て
生
じ
る

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
緩
和
す
る
こ

と
に
よ
り
が
ん
患
者
の
生
活
の
質

（Q
uality of Life

）
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
診
察
後
に
C
T

シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
や
Ｘ
線
シ
ュ
ミ

レ
ー
タ
ー
を
用
い
て
放
射
線
を
照

射
す
る
範
囲
（
照
射
野
）
や
方
向

を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ
を
治
療
計

画
と
い
い
ま
す
。
次
に
治
療
計
画

に
基
づ
い
て
皮
膚
や
固
定
具
に
イ

ン
ク
で
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
初
回
の
照
射
で
は
マ
ー
キ
ン

グ
し
た
領
域
と
治
療
計
画
の
照
射

野
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
初
回
の
照

射
は
多
少
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
２
回
目
以
降
の
照
射
は
10
〜

15
分
程
度
で
済
み
ま
す
。
実
際
に

放
射
線
が
照
射
さ
れ
る
の
は
５
分

程
度
で
す
。
照
射
中
に
痛
み
や
痒

み
は
生
じ
ま
せ
ん
。
照
射
す
る
回

数
は
疾
患
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
通
常
は
１
日
１
回
、
週
５
回

の
照
射
を
数
回
〜
40
回
程
度
行
い

ま
す
。

　

放
射
線
治
療
で
は
組
織
線
量
を

最
小
限
に
抑
え
、
腫
瘍
に
対
し
て

正
確
に
線
量
を
与
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
近
年
の
技
術
的
進
歩
に

よ
っ
て
が
ん
病
巣
を
正
確
に
狙
い

撃
ち
す
る
高
精
度
の
画
像
誘
導
放

射
線
治
療
が
可
能
と
な
り
、
よ
り

少
な
い
副
作
用
で
高
い
治
癒
率
を

あ
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
院
で
は
平
成
６
年
３
月
に
放

射
線
治
療
装
置
を
導
入
し
ま
し
た

が
、
装
置
の
老
朽
化
に
伴
い
、
装

置
を
更
新
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、Elekta

社
製
の
最

新
式
放
射
線
治
療
装
置

Synergy
®

を
導
入
し
、
本
年
１

月
よ
り
稼
動
し
ま
し
た
。
回
転
照

射
や
多
門
照
射
法
な
ど
を
は
じ

め
、
イ
メ
ー
ジ
ガ
イ
ド
下
放
射
線

治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
安
全

か
つ
効
率
的
に
治
療
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

当
院
で
は
週
１
回
、
千
葉
大
学

医
学
部
附
属
病
院
放
射
線
科
宇
野

隆
教
授（
放
射
線
科
治
療
専
門
医
）

に
よ
る
外
来
診
療
、
治
療
計
画
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
外
来
診
察
日

は
原
則
と
し
て
水
曜
日
午
前
中
で

す
。
今
後
も
当
院
の
医
療
の
質
の

向
上
を
目
指
し
、
平
成
22
年
よ
り

指
定
さ
れ
た
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
と
し
て
鹿
沼
市
及
び
周

辺
地
域
の
が
ん
診
療
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

放
射
線
治
療
と
は

放
射
線
治
療
と
は

放放
射
線
治
療
と
は

放
射
線
治
療
と
は

放
射
線
科

医
長　

金
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克
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２
０
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３
年
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て
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放
射
線
治
療
と
は

　

こ
の
た
び
、
上
都
賀
総
合
病
院
で

は
、
最
新
の
高
精
度
放
射
線
治
療
装

置
のElekta Synergy
（
エ
レ
ク

タ
シ
ナ
ジ
ー
）
と
位
置
決
め
装
置

に
X
線
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
と
大
開
口
径

C
T
装
置A

quilionLB

（
ア
ク
イ
リ

オ
ン
）
同
室
シ
ス
テ
ム
を
導
入
い
た

し
ま
し
た
。（
臨
床
は
平
成
25
年
１

月
開
始
予
定
）

　

放
射
線
治
療
は
が
ん
の
治
療
法
の

な
か
で
も
、「
身
体
に
優
し
い
治
療

法
」
と
し
て
、
近
年
重
要
性
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
治
療
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に

よ
り
、
放
射
線
治
療
の
精
度
が
大
幅

に
増
加
い
た
し
ま
す
。

　

エ
レ
ク
タ
シ
ナ
ジ
ー
の
特
徴
と
し

て
は
、
高
精
度
放
射
線
治
療
と
言
わ

れ
て
い
る
I
G
R
T
（
イ
メ
ー
ジ
ガ

イ
ド
放
射
線
治
療
）
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
治
療
装
置
で
３
次
元
の
C
T

画
像
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
今
ま
で
困
難
だ
っ
た
臓

器
の
軟
部
組
織
も
3
D
で
画
像
化
す

る
こ
と
で
、
正
確
な
病
巣
部
位
を
立

体
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

で
き
る
だ
け
放
射
線
を
か
け
た
く
な

い
部
位
を
避
け
な
が
ら
治
療
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
治
療
成
績
の
向
上
以
上

に
、
放
射
線
治
療
に
よ
る
副
作
用
や

合
併
症
の
大
幅
な
減
少
が
期
待
で
き

ま
す
。ま
た
、出
力
X
線
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
３
種
類
か
ら
選
択
で
き
、
５
種
類

の
電
子
線
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
幅
広
い
症

例
に
適
応
が
で
き
る
の
で
、
患
者
毎

に
合
わ
せ
た
最
適
な
放
射
線
治
療
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
従
来
は
、
X
線

２
種
類
の
み
）

　

ま
た
、
一
緒
に
導
入
し
た
位
置
決

め
用
装
置
は
、
X
線
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

と
大
開
口
径
C
T
装
置
を
同
じ
部
屋

に
設
置
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、
X
線
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
2
D
イ
メ
ー
ジ

透
視
撮
影
で
の
治
療
計
画
と
C
T

ベ
ー
ス
で
の
３
次
元
で
の
治
療
計
画

が
行
え
ま
す
。
2
D
イ
メ
ー
ジ
透
視

撮
影
と
３
次
元
計
画
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
よ
り
高
度
な
治
療
計
画

が
行
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
開
口
径

C
T
装
置
は
、
治
療
用
固
定
具
等
を

装
着
し
た
ま
ま
撮
影
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
治
療
時
と
同
じ
体
位
で
C
T

撮
影
が
行
え
る
た
め
、
治
療
計
画
時

の
精
度
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

診
察
日
：
毎
週
水
曜
日

受
付
：
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

※
診
察
の
際
に
は
、
紹
介
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

尚
、
詳
細
等
の
問
合
せ
は
、

放
射
線
科
ま
で
お
願
い
致
し

ま
す
。
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放
射
線
科
外
来
の
ご
案
内

放
射
線
科
外
来
の
ご
案
内

放
射
線
治
療
装
置（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）を

　
　
　
　
　
　
　
　

更
新
し
ま
し
た

射
線
治
療
装
置（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）を

放
射
線
治
療
装
置（
リ
ニ
ア
ッ
ク

更
新
し
ま

た

ま
し
た

新
し

更

放
射
線
治
療
装
置（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）を

　
　
　
　
　
　
　
　

更
新
し
ま
し
た

放
射
線
治
療
装
置（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）を

　
　
　
　
　
　
　
　

更
新
し
ま
し
た

新病院建設に関する重要なお知らせ
新病院Ⅰ期工事部分が平成２５年３月２９日に完成します

※新病院Ⅱ期工事部分の建設工事を引き続き実施致します

Ⅰ期工事部分の養生シートが撤去されました

～Ⅰ期工事部分完成後のスケジュール（予定）～

　新病院建設に際しまして、JA組合員ならびに地域住民のみなさまには格別のご高配を賜り深く感謝申し上げます。おかげ
さまでⅠ期工事部分が、平成２５年３月２９日（金）に完成し、４月２２日（月）の午後より一部の病棟、４月２３日（火）より外来部門
（一部を除く）が、新病院（現在の敷地内）へ移動することになりました。つきましては、診療部門の移動のための引越し作業に
伴い、４月２０日（土）と４月２２日（月）の通常の外来診療が休診となりますので、ご承知いただきますようお願い申し上げます。
ご不便をおかけして大変申し訳ございませんが、ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

病院長　十川　康弘 

4月20日（土） 休診（引越し作業）
4月21日（日） 休診（引越し作業）
4月22日（月） 休診（引越し作業）
 引越し完了後、入院診療開始
 午後、一部の外来（予約）診療のみ実施
4月23日（火） 外来診療開始
※都合により予定が一部変更になる場合があります。
※ご不明な点及び詳細については、各科窓口にてご確認いただきます
　ようお願い申し上げます。

－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介
して、地域社会の発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民

の健康増進に努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利
一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる

権利
一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を

受ける権利
一、治療法の選択を尊重される権利
一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただ

くこと
一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や

社会的ルールを守っていただくこと

大開口径CT装置
アクイリオン

高精度放射線治療装置
エレクタシナジ－
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診 療 科 目
受付時間

初診受付＝AM8：00から開始再診受付
備　　　考

内 科
精神神経科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳神経外科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

眼 科

耳鼻咽喉科

放 射 線 科
歯科口腔外科

診 療 内 容
リウマチ・膠原病外来 （予約）
糖 尿 病 外 来 （予約）
呼 吸 器 外 来 （予約）
肝 臓 外 来 （予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
禁 煙 外 来 （予約）
血 液 外 来 （予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
乳 児 健 診
予 防 接 種 外 来
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
ヘ ル ニ ア 外 来
ヘ ル ニ ア外来 （予約）
肝・胆・膵 臓 外 来
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 産 後 外 来
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）
嚥 下 外 来 （予約）

担当診療科
内 科
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

小 児 科
〃

外 科
〃
〃
〃
〃
〃

脳神経外科
産婦人科
耳鼻咽喉科
〃
〃

曜日
月・火・木
水・木・金
木
水
木
木
金
水
水

月・木・金
月
火
水
〃
木
〃
第1木
詳細は外来にてご確認下さい。
第1・3・5金
火
木

受 付 時 間
PM1：00～PM4：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM2：00～PM4：00
PM1：30～PM4：00
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
PM1：00～PM3：30
AM8：00～AM11：30
PM1：00～PM3：30
AM8：00～AM11：30
PM1：00～PM3：30
PM1：30～PM3：30

PM2：00～PM4：00
PM2：00～PM4：00
PM2：00～PM4：00

初診はAM11：00までの受付
土曜はAM11：00までの受付

土曜はAM11：00までの受付

月・水曜　土曜は完全予約制
金曜

月曜はPM2：00～PM3：00、
金曜はPM2：00～PM4：00も受付、
土曜はAM11：00まで受付
初診・再初診・予約外は5名まで
（AM9：30まで）　土曜休診
月・水・金曜のみ
月・水・金曜のみ
金曜はPM1：30～PM4：00も受付
月曜午前は手術の為休診
第１・３・５火曜はAM10：30までの受付
月曜のみ
水曜のみ
紹介患者・予約のみ　火曜休診

AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00

AM8：00～AM11：30

AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00

一般外来診療表

専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、
　必ずご確認の上ご来院下さい。

医師・看護師（保健師・助産師・准看護師）奨学生募集医師・看護師（保健師・助産師・准看護師）奨学生募集医師・看護師（保健師・助産師・准看護師）奨学生募集
～　あなたの「学びたい」をサポートします　～

当院には、医学生・看護学生のみなさんの勉学を支えるた
めの奨学金制度があります。
奨学金の返済については、卒後当院にて医師・看護師（貸
与対象職種）として貸与期間に応じた期間を勤務していた
だいた場合、免除となります。
奨学金制度に興味・関心がある方は、随時ご相談に応じま
すので、下記までお気軽にお問合せ下さい。

〒322-8550 鹿沼市下田町1－1033

担当：総務課（2502）
TEL0289-64-2161　FAX0289-64-2468
E-mail：soumu@kamituga-hp.or.jp　URL：http://www.kamituga-hp.or.jp

かみつが厚生連　上 都 賀 総 合 病 院

　当院メディカルサポートセンターでは医療ソーシャル
ワーカー（社会福祉士・精神保健福祉士）が医療・福祉・
介護に関するご相談をおうけしています。相談料はかかり
ませんのでお気軽にご相談下さい。

編
集
後
記

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
三
月
に
は
新
病
院
の
第
一
期
工
事
が

完
成
し
、
病
院
の
半
分
が
移
動
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
に
と
っ
て

は
、
念
願
の
新
し
い
一
年
の
幕
開
け
で

す
。

　

当
院
は
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
を
守

る
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
力
な
一
翼

を
担
う
た
め
総
合
病
院
の
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
身
体

と
精
神
の
両
面
か
ら
、
皆
様
の
健
康
増

進
、
病
気
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
、
終
末
期

ケ
ア
な
ど
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的

に
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
組
合
員
の
皆
様
に
役
立
つ
紙

面
作
り
に
広
報
委
員
一
同
努
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
衛
藤
）

診
療
部　

栄
養
科

　

栄
養
科
は
栄
養
係
７
名
、
調
理
係

20
名
、
事
務
係
１
名
（
パ
ー
ト
職
員

15
名
含
む
）
の
総
勢
28
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

業
務
は
、
主
に
入
院
患
者
様
の
給

食
管
理
業
務
と
栄
養
管
理
業
務
、
そ

し
て
外
来
・
入
院
患
者
様
及
び
ご
家

族
を
対
象
と
し
た
栄
養
指
導
で
す
。

入
院
患
者
様
の
食
事
は
、
治
療
の
一

環
で
あ
る
と
と
も
に
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
四
季
折
々
の
食
材
を
使
用
し

た
行
事
食
や
週
３
回
の
選
択
メ

ニ
ュ
ー
・
地
域
の
食
材
を
使
用
し
た

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
行
い
、
満

足
し
て
頂
け
る
食
事
の
提
供
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
病
気
の
為
ど
う
し
て

も
病
院
の
食
事
が
摂
れ
な
い
患
者
様

に
は
、
通
常
の
食
事
と
は
別
に
27
種

類
の
単
品
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
、
食

べ
た
い
と
思
う
も
の
を
選
ん
で
頂
け

る
よ
う
に
「
ほ
っ
と
食
（
ほ
っ
と
し

た
気
持
ち
に
な
る
よ
う
、
心
が
温
ま

る
食
事
に
な
る
よ
う
に
命
名
し
ま
し

た
）」
を
導
入
し
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
ま
た
、
患
者
様
ひ
と
り
ひ
と
り

の
栄
養
状
態
を
身
体
状
況
、
生
化
学

検
査
値
や
喫
食
量
に
よ
り
評
価
し
、

状
況
に
応
じ
た
食
事
の
提
案
・
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
指
導
は
個

別
・
集
団
で
実
施
し
て
お
り
、
外
来

継
続
栄
養
指
導
で
は
診
察
日
に
合
わ

せ
て
行
う
こ
と
で
、
患
者
様
が
食
事

療
法
を
継
続
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
食
を
通
し

て
治
療
に
貢
献
す
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
場
紹
介

職
場
紹
介

職
場
紹
介

職
場
紹
介


